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Ⅰ 小山市教育の概要 

１ 教育行政基本方針 

  今日の社会は、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社会構

造や雇用環境が大きく、また急速に変化しています。さらに、いじめの認知件数や不登校児童生徒数、

特別な教育的支援や日本語指導を必要とする児童生徒数の増加、子どもの貧困率の深刻化など、子ど

もたちが直面する課題も多様化し、社会の変化を正確に予測することが一層困難になってきています。 

こうした中で、知・徳・体の調和のとれた発達を促し、豊かな人間関係を構築する支援をしながら、持

続可能な社会の担い手として、次代を拓き、地域を支えるひとづくりを推進することが、強く求められて

います。 

そのため、教育には時代を超えて変わることのない価値あるものを揺るぎない信念で育み続けてい

くという“不易”の側面と、社会の要請に柔軟に対応し、あるいは社会の変化を先取りして適切に対応す

るという“流行”の側面の両面があることを的確に踏まえ、継続して取り組むべきもの、見直していくべ

きものを十分に検討した上で、新たなものについては、地方分権の趣旨を生かし、必要に応じた取組を

推進していかなければなりません。 

また、学校、家庭、地域の三者がそれぞれの立場から子どもの教育に責任を持つとともに、それぞれ

の教育機能をいかんなく発揮し、相互に連携・協働しながら、子どもたち一人一人の個性を尊重すると

ともに、社会の一員としての自覚を促す教育を展開していくことも重要です。 

このような状況に照らし、小山市教育委員会では、次に掲げる 6 つの教育目標の達成を通じ、人格

の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な

市民の育成を図ってまいります。そのため、第 8 次小山市総合計画「『ひと』『まち』『くらし』がいきいき 

未来へつながる おやま」の施策の一つ「未来を担う次世代の育成と学び・文化を育むひとづくり」に依

拠した本市教育の基本理念に沿って、総合的・計画的に教育施策を推進します。（第３期 小山市教育

振興基本計画より抜粋） 

２ 教育目標 

 （１） 教育目標 

① 知・徳・体の調和のとれた人を育てる 

② 生涯にわたって自己実現を目指す自立した人を育てる 

③ 公共の精神を尊び、社会の形成に主体的に参画できる人を育てる 

④ 創造性に富み、変革の時代に主体的かつ柔軟に対応できる人を育てる 

⑤ 人権を尊び、平和で民主的な社会を形成する人を育てる 

⑥ 伝統と文化の継承・発展に努め、国際社会の発展に貢献できる人を育てる 

（２） 教育の基本理念 

① 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む学校教育の実現 

② 豊かな人と地域を創る生涯学習環境の実現 

③ 心豊かで活気あるくらしやすい「文化都市小山」の実現 

④ 元気いっぱい明るく活力ある生涯スポーツ社会の実現 
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３ 教育委員会機構                  （令和５年4月1日） 

 

 

生涯学習センター 

大谷公民館 間々田公民館 生井公民館 
寒川公民館 豊田公民館 中公民館 
穂積公民館 桑公民館 絹公民館 

(指) 中央公民館 (指) 文化センター 
    

学校教育課 学務管理係 

学校支援係 

総務政策係   教育政策係  学校適正配置推進係 教育総務課 

 
中学校10校 

教育研究所 教育研究係 

小山第一・小山第二・小山第三・小山城南・旭・小山城北・若木・東城南・小山城東 

大谷東・大谷南・大谷北・間々田・乙女・間々田東・下生井・網戸・寒川 
豊田・穂積・中・羽川・羽川西・萱橋 

 
小学校2４校 

食育推進係 教育指導係 

児童生徒指導係 幼稚園係 
 

人権教育係 

 

教育長 教育部長 生涯学習課 生涯学習係 青少年係 

小山・小山第二・小山第三・小山城南・大谷・間々田・乙女・豊田・美田・桑 

 

義務教育学校1校  絹 

学校給食共同調理場11カ所 

  
青少年育成指導センター 

 

文化振興課 文化振興係 歴史のまち推進係 

青少年相談室 

公民館 

(9カ所) 

車屋美術館 業務係 

生涯スポーツ課 スポーツ振興係 施設管理係 

文化財係 

博物館 業務係 
 

中央図書館 総務係 

教育委員会 

        ※（指）：指定管理者 



- 3 - 

 

４ 生涯学習課青少年係・青少年育成指導センターの主事業 

◇ 青少年健全育成の企画調整 

◇ 青少年問題協議会 

 

 

 

◇ 青少年健全育成啓発事業 

 

 

 

 

     ◇ 青少年相談事業 

 

 

 

  

◇ 青少年健全育成連絡協議会 

 

 

 

◇ 団体・グループ活動の推進 

 

 

 

◇ 青少年育成指導員事業 

 

 

◇ 非行防止・環境浄化活動 

 

 

◇ 放課後子ども教室推進事業 

◇ 小野塚イツ子記念青少年健全育成基金活用事業  

 

 

 

 

「青少年の非行・被害防止全国強調月間」･「子供・若者育成支援強調月間 ～輝く未来 

育て支えて 見守って～」･「小山市あいさつ運動強調月間」の推進、小山市青少年健全育

成大会の開催 

青少年相談室の運営、青少年相談研修会、学校・その他関係機関との連携  

・面接相談（青少年主任相談員1名、青少年相談員6名）  

・電話相談（電話相談員８名） 

子ども会育成会連合会、ジュニアリーダースクラブ 

ボーイスカウト・ガールスカウト 

街頭指導・列車補導、白ポスト設置 

青少年育成指導員協議会の運営・青少年育成指導員の配置及び育成 

関係機関・関係者との連携、連絡調整（青少年育成市民団体・警察・学校・PTA・福祉関係

者等）・小山市における青少年の健全育成活動や施策についての審議 

青少年健全育成連絡協議会の運営・地域における青少年健全育成活動の推進 

栃木県民会議への協力 
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Ⅱ 青少年教育の概要 

  21 世紀の多様性に富む時代において希望を持って活躍できるよう、国際性を身につけた、心

身ともにたくましく、自主性や社会性、創造性のある心豊かな青少年の育成を図るために、関係

機関・関係団体との連携を図りながら、協力して青少年の健全育成を推進することが重要です。

そのための基本方針と重点目標を設定し、健全育成施策の実施に向けて努力します。 

１ 基本方針 

 (1) たくましい心と体を育てる  

 (2) 豊かな心を育てる  

 (3) 自主性を育てる 

 (4) 社会性を育てる 

 (5) 創造性を育てる 

 

２ 重点目標 

（１） 青少年の社会参加活動の推進 

（２） 青少年の健全育成意識の高揚と地域住民運動の推進 

（３） 青少年の非行防止と健全な社会環境づくりの推進 

（４） 青少年健全育成相談の充実 

 

３ 健全育成施策   

（１）青少年育成体制の充実 

① 青少年問題協議会 

② 青少年健全育成連絡協議会 

   

（２）青少年活動の促進       

① 青少年団体の育成（ボーイスカウト・ジュニアリーダースクラブ等） 

② 子ども会育成会への協力 

③ 青少年育成指導員の配置 

④ 青少年育成指導員事業 

       

（３）青少年育成環境の整備    

① 青少年育成市民運動 

② 非行・被害防止活動 

③ 親子学び合い事業 

④ 青少年相談事業 

⑤ 放課後子ども教室推進事業 

⑥ 小野塚イツ子記念青少年健全育成基金活用事業 
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Ⅲ 青少年育成体制の充実 

 

１ 青少年問題協議会 

青少年問題協議会は、青少年に関するすべての機関や団体を一体として組織し、青少年の

指導、育成、保護等に関する総合的な施策について調査審議します。また、健全育成の全市民

的運動の効果的推進について連絡調整を図ります。 

 

（１） 任 務 

  ① 問題青少年の指導、保護および矯正に関係ある各種情報資料の交換および収集 

  ② 青少年の指導、保護および矯正に関する具体的対策の樹立 

  ③ 青少年の指導、保護および矯正に関係ある公私機関の活動の調整促進 

  ④ 青少年の指導、保護および矯正に関する実施事項の審議検討 

 

（２） 設立年月日   昭和47年3月23日 

 

（３） 設置根拠   条例設置  

 

（４） 構 成 員     15名 

・会長   市長 

・市議（2名）            市議会議員 

・行政機関職員（2名） 小山警察署長、小山市教育長 

・学識経験者（10名） 小山保護区保護司会 

    社会教育委員 

    小山市青少年健全育成連絡協議会 

    小山市民生委員・児童委員協議会 

    小山市青少年育成指導員協議会 

    小山市子ども会育成会連合会 

    小山市ＰＴＡ連合会 

    高等学校長 

    中・義務教育学校長 

    小・義務教育学校長 
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２ 青少年健全育成連絡協議会（市民会議） 

  市民の総意を結集し、市民ぐるみの青少年健全育成活動を進めるため「青少年健全育成連絡

協議会」を市民会議として組織しています。協議会では青少年の非行防止および環境浄化活動

を推進し、地域育成団体の育成を図るとともに、市の青少年健全育成事業にも呼応し種々の事

業への助成を行っています。 

 

（１） 重点事業 

① 豊かな人間性の高揚を図るための諸活動 

② 健全育成施策の整備を促進するための諸活動 

③ 家庭の健全化を図るための諸活動 

④ 健全な育成団体およびグループの育成を図り、多くの青少年がこれらの事業に参加

することを奨励するための諸活動 

⑤ 青少年の非行防止のための諸活動 

⑥ 社会環境の浄化を図るための諸活動 

 

（２） 設立年月日  平成3年6月24日 

※ 平成21年9月10日 市民会議として認定される 

※ 平成22年6月18日 青少年育成団体協議会から名称変更 

 

（３） 組  織  会の趣旨に賛同する団体および関係機関で構成する 

役  員  12名 

会長、副会長（2名）、会計（1名）、理事（6名）、監事（2名） 

 

（４） 構成団体  10団体 

・小山地区青少年健全育成連絡協議会 

・大谷地区防犯連絡協議会 

・住みよい間々田推進協議会 

・生井地区防犯連絡協議会 

・寒川地区振興協議会 

・豊田地区地域安全活動連絡協議会 

・中地区まちづくり振興協議会 

・穂積地区青少年健全育成協議会 

・桑地区青少年健全育成連絡協議会 

・絹地区青少年健全育成防犯協議会 
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（５）令和４年度の主な事業 

月 日 事   業   内   容 場     所 

５月１２日（木） 会計監査・第1回役員会・事務担当者会議 
本庁舎５階 

５０１・502会議室 

６月７日（火） 

6月２１日（火） 

青少年育成市町村民会議等全体連携会議 

第１回小山市いじめ等防止市民会議 

栃木県総合教育センター 

本庁舎６階大会議室 

７月８日（金） 

7月２１日（木） 

 

定期総会・研修会 

青少年の非行・被害防止全国強調月間 街頭啓発活動 

中央公民館視聴覚室 

ハーヴェストウォーク 

 

8月１８日（木） 

8月２６日（金） 

8月31日（水） 

人権講演会（後援） 

第2回役員会・事務担当者会議 

第１回青少年育成セミナー 

文化センター大ホール 

本庁舎５階 

５０１・５０２会議室 

本庁舎教育委員会室 

９月２６日（月） 第 1回小山市いじめ等防止市民会議 文化センター小ホール 

10月７日（金） 

 

第2回青少年育成セミナー 

 

本庁舎４階 

４０３会議室 

1１月１９日（土） 

〃 

１１月２４日（木） 

第 1７回小山市青少年健全育成大会（協力・後援） 

子ども・若者育成支援強調月間街頭啓発活動  

第3回青少年育成セミナー 

文化センター 大ﾎｰﾙ 

〃 周辺 

本庁舎5階 

５０１・５０２会議室 

１２月１９日（月） 

１２月２０日（火） 

視察研修 

  〃 

千葉県西部防災センター 

いすみ市役所 

2月４日（土） 

2月１８日（土） 

 

 

心豊かな青少年を育む青少年のつどい 

第5３回小山地区青少年健全育成剣道大会（後援） 

栃木県総合文化センター 

市立体育館 

3月２３日（木） 第3回役員会・事務担当者会議  

 

本庁舎５階 

５０１・５０２会議室 

              

 

 

 

 

 

 

 

 



- 8 - 

 

Ⅳ 青 少 年 活 動 の促 進 
 

１ 青少年団体の育成  

 急激な社会構造の変化は、青少年の生活意識にも大きな変化を起こし、様々な社会問題を投げ

かけています。このような状況の中で、青少年の健全育成のため、家庭・学校・地域社会が連携し、

青少年の発達段階を踏まえた育成が行われることが重要となってきます。 

 学校週 5 日制に伴い、地域社会の役割、とりわけ地域において青少年の育成に係わる団体の役

割がますます重要となってきました。 

 行政としては、こうした社会的・時代的要請を的確にとらえ、明日の社会を担う青少年の健全育

成を目指し、地域において活動を展開している関係団体に対して、活動の円滑な推進のために積

極的に助成することが急務となっています。 

 

（１） ボーイスカウト・ガールスカウト 

    両団体とも、自立・協力・奉仕が基本という考えのもとに、少年少女が社会を構成する一人と

しての責務を果たしながら、幸せに人生を歩む人に成長することを願って、社会教育の立場

から運動を進めています。現在本市ではボーイスカウト 1 団体が、それぞれ構成員の年代に

ふさわしい目標を設けて活動しています。 

① 小学校1・2・3年生・義務教育学校1・2・3年生 

活動的なゲームやハイキング、キャンプ等を通して、人と交わることを学ぶとともに、スカウ

ト活動や日常の基本的なことを経験します。 

② 小学校4・5・6年生・義務教育学校4・5・6年生 

協力し合って計画を立て、みんなで決めて責任を分担し、活動を進めながら協調性、実行

力、社会性を養います。 

③ 中学校1・2・3年生・義務教育学校7・8・9年生 

    目標を掲げ、仲間と助け合いながら、自分の能力や興味を広げていく野外活動や奉仕活動

等様々な体験を通して創造性を養い、自主性を育て、自己の発見に努力します。 

④ 高校生 

自分の将来の適正を求めて多くの体験をします。自分で学び、身につけた技術を人に役立

てることができるよう実習し、社会の中でリーダーシップをとれるようにします。 

 

（２） 小山市ジュニアリーダースクラブ（OJLC） 

     小山市ジュニアリーダースクラブは、昭和54年に発足し、中学生・高校生により組織されて

います。 

     地域奉仕活動等の社会参加を通じて学校内では体験できない活動や技術等を体得させ、

連帯心を身につけ社会性を培う目的で活動しています。活発な子ども会活動を進める上で、

子どもと大人の架け橋として活躍しており、子ども会会員と年齢が近いため、子ども達の良き

理解者として親しまれています。 
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２ 子ども会育成会 
 

子ども会は異なった年齢の子どもたちによる集団活動を通して、幼少時より人と人との交流を、

下級生と上級生が一緒になって遊ぶことで体験し、家庭や学校では学ぶ事ができない、社会性を

習得する場です。さらに、子ども会活動は子どもを仲介とした育成者の活動でもあり、若い保護者

にとっては地域活動の入門となり、地域の人々と顔見知りになる良いきっかけが得られ、コミュニ

ティを活性化する役割も担っています。 

 

（１）育成会の役割 

① 子ども会に関する物心両面にわたる援助と諸条件の整備をします。 

② 地域の方々に子ども会を理解していただくための研修会をします。 

③ 地域の子ども会活動と学校や行政区など関係機関との連携を図ります。 

④ 指導者やジュニアリーダー等各種指導者の発掘、養成、活動の定着を図ります。 

 

（２）子ども会育成会の組織 

子ども会は「単位子ども会（地域の子ども会）」の活動が基本になります。 

単位子ども会を支えるための横のつながりとして地区子ども会があります。そして、地区子ど

も会が集まって小山市子ども会育成会連合会（市子連）があります。市子連は、地区子ども会や

単位子ども会を支援するための組織です。研修会や子どもフェスティバル等のイベントの実施

や、安全共済会の手続き等を行っています。 

 

  ＜組織図＞    

 

 

  

        

 

          

               

   

 

         

                       

                    

                       

                                  

                          

 

栃木県子ども会連合会 

（県子連） 

小山市子ども会育成会連合会 

（市子連） 

事務局  

（旧保健福祉センター） 

各地区公民館 

 

単位子ども会（単子連） 

（173団体） 

ほとんどが自治会単位で

組織されている 
小山市ジュニアリーダースクラブ         

（中学生・高校生） 

 

地区子ども会（地区子連） 

（市内11地区） 

全国子ども会連合会 

（全子連） 
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（３）役  員 １３名 

会長、副会長（2名）、理事（８名）、監事（2名） 

 

（４）構成団体  11団体 

・小山地区南部子ども会育成会連絡協議会 

・小山地区北部子ども会育成会連絡協議会 

・大谷地区子ども会育成会連絡協議会 

・間々田地区子ども会育成会連合会 

・生井地区子ども会育成会連絡協議会 

・寒川地区子ども会育成会連絡協議会 

・豊田地区子ども会育成会協議会 

・中地区子ども会育成会連絡協議会 

・穂積地区子ども会育成会連絡協議会 

・桑地区子ども会育成会連絡協議会 

・絹地区子ども会育成会連絡協議会 
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３ 青少年育成指導員の配置 

近年の急激な社会構造の変化は、将来を担う青少年に様々な問題をなげかけています。本市で

は青少年の育成を考えるにあたり、旧来の指導員の街頭指導業務や環境浄化業務に、新たに子ど

も同士の活動を側面から支える育成業務を加え、「青少年育成指導員」を配置しています。 

 

（１） 委   嘱   教育委員会 

 

（２） 任   期   2年 

 

（３） 人   員   71名 

 

（４） 職   務 

   ① 青少年の指導および育成活動に関すること 

   ② 青少年団体活動の支援に関すること 

   ③ 青少年の補導に関すること 

   ④ 青少年を取り巻く社会環境の浄化活動に関すること 

⑤ その他青少年の健全育成に関して必要な事項 

 

（５） 選出および活動区分 中・義務教育学校区（11）＋青年会議所（1） 

小山一地区（6名）、小山二地区（6名）、小山三地区（7名）、城南地区（8名）、 

大谷地区（6名）、間々田地区（7名）、乙女地区（5名）、豊田地区（5名） 

美田地区（5名）、桑地区（6名）、絹地区（4名）、青年会議所（5名） 

総括指導員（1名） 

 

(６) 活動内容 

  ①地区指導（各地区年20回実施） 

     それぞれの地区内の商業施設や公園など青少年の集まりやすい場所を中心に巡回し、 

青少年の非行化の防止を行っています。 

巡回の日程・巡回場所は地区のイベントなどに合わせ、各地区が設定をしています。 

 

② 中央指導（月５回実施。内1回は白ポスト回収） 

駅周辺を中心に巡回を行い、青少年の非行化の防止を行っています。また、月に 1度 

白ポスト回収を行い、（ｐ.１７参照）社会環境の整備に努めています。 

毎月、第 3 金曜日を「街頭啓発強化の日」と設定し、夜間の街頭啓発活動を行っています。 
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（７）令和４年度の主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

月  日  事    業    内    容 会    場 

4月27日（水） 令和3年度会計監査 中央公民館 

4月27日（水） 三役会・役員会 中央公民館 

5月    定期総会（書面）  

5月27日（金） 栃木県少年補導員会連絡協議会定期総会（会長） 
宇都宮市中央生涯学習セ

ンター 

6月21日(火) 第 1回小山市いじめ等防止市民会議 市役所 6階大会議室 

6月28日（火） 三役会・役員会 中央公民館 

7月4日（月） 第1回小山市内栃木県立高等学校合同列車補導 JR各線 

7月21日（木） 「青少年の非行・被害防止全国強調月間」街頭啓発活動 ハーヴェストウォーク 

8月20日（土） おやまサマーフェスティバル2022特別夜間街頭指導（中止） 市役所・小山駅周辺 

8月25日(木) 
第 45 回栃木県少年の主張発表下都賀地区大会審査委員会

（会長・他）※各委員による作文審査のみ実施 
 

9月17日（土） 栃木県少年の主張発表県大会（会長・他） 
栃木県総合文化センター

サブホール 

9月26日（月） 第２回小山市いじめ等防止市民会議（書面） 2階大会議室 

11月 17日（木） 第１回県連合同理事会（会長） 小山市役所6階大会議室 

11月 19日（土） 

 

第17回小山市青少年健全育成大会（会長・他） 

「子ども・若者育成支援強調月間」街頭啓発活動 

文化センター大ホール 

文化センター周辺 

11月 25日（金） 下都賀地区青少年育成推進連絡協議会研修会 非営利活動法人栃木DARC 

12月 15日（木） 三役会・役員会 市役所 501・502会議室 

12月 16日（金） 第2回小山市内栃木県立高等学校合同列車補導 JR各線 

12月 26日(月) 年末夜間街頭補導（三役・総括・事務局） 市内 

2月8日（水） 第２回県連合同理事会・研修会（会長） 真岡市青年女性会館 

2月13日（月） 小山市青少年育成指導員全体研修会 中央公民館 

3月 1日（水） 「指導員だより」発行  

3月17日（金） 三役会・役員会 中央公民館 
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４ 青少年育成指導員研修会 

青少年の健全な成長の育成を図るため、青少年の「こころ」と「からだ」づくりを助長することが、

今日の急変する社会に対応するために強く要求されています。 

さらに、青少年の自主性を尊重した団体活動が重視されている今、地域での日常活動のなかに

青少年育成活動を積極的に取り入れ、その活動の指導にあたる者の責務や役割について研修し、

青少年育成地域活動の振興を図っています。 

 

 

（令和４年度実施） 

期 日 令和５年2月1３日（月） 

場 所 中央公民館 視聴覚室 

内 容 講  話 ひきこもり相談支援室について 

 講  師 小山市役所 福祉課 ひきこもり相談支援室 

主任  碓井 真理子 氏  
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Ⅴ 青少年育成環境の整備 

 

１ 青少年育成市民運動 

市民総ぐるみで子ども達を育てるため、地域における住民活動の組織化とその推進に努め各種

啓発活動を行い、青少年が安心して生活できる地域づくりを目指します。 

 

（１） 「小山市の青少年教育」の発行 

小山市の青少年教育に関する情報を提供するため、年1回発行しています。 

 

（２） 「第 1７回小山市青少年健全育成大会」の開催 

青少年の今を感じ、子どもたちが安心して健やかに成長するため、地域で支えあう「健全な

環境、安全で安心な小山」を広く訴えていくことを目的として、子ども・若者育成支援強調月間

である毎年11月に「小山市青少年健全育成大会」を開催しています。 

 

（令和４年度実施状況） 

期 日 令和４年11月１９日（土） 

場 所 小山市立文化センター大ホール 

内 容 ・青少年の主張作文コンクール 

小学校及び義務教育学校（6年生）部門5名、中学校（3年生）及び義務教育

学校（9年生）部門5名、高校生部門４名 

・あいさつ運動啓発作品コンクールのスライドショー（優秀賞・入選のみ）上映 

・表彰式（作文コンクール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲あいさつ運動コンクール作品展示の様子       ▲作文コンクールの様子 
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（３） 街頭啓発活動 

近年、少子高齢化が急速に進行する中で、情報化、国際化、消費社会化等が進み、家庭、学

校、職場、地域、情報･消費の場など青少年を取り巻く環境にも大きな影響を及ぼしています。 

また、特にスマートフォンを始めとする新たな機器・サービスが急速に浸透するなど、青少年

を取り巻くインターネット利用環境が大きく変化する中で、青少年が危険ドラッグ等の違法・有

害情報に接触する危険性が増大しているほか、インターネットを利用して青少年がストーカー

やいわゆる「リベンジポルノ」、児童ポルノ事犯等の犯罪被害やトラブルに遭う事例が絶えない

など、厳しい状況となっています。 

そこで、内閣府では7月を「青少年の非行・被害防止全国強調月間」と定め、国民が理解を

深め、さらに、関係機関･団体と地域住民等とが相互に協力･連携して、特にインターネットを通

じた非行及び犯罪被害防止に重点を置きつつ、青少年の規範意識の醸成及び有害環境への

適切な対応を図るなどの各種取組を集中的に実施しています。 

また、11月を「子ども・若者育成支援強調月間」と定め、国民の子ども・若者育成支援に対す

る理解を深めるとともに、各種活動への積極的な参加を促し、国民運動の一層の充実と定着

を図ることを目的に、子ども・若者育成支援のための各種事業や活動を集中的に実施していま

す。 

小山市ではこれらの強調月間にあわせて、関係機関・団体の協力を得てリーフレット等を配

布し、啓発を図っています。 

実施した内容は以下の通りです。 

 

 「青少年の非行・被害防止全国強調月間」街頭啓発（7月） 

期  日 令和４年7月２１日（木） 

場  所 おやまゆうえんハーヴェストウォーク 

内  容 チラシ、絆創膏、マスクケース、玉ねぎ 

等の啓発物を配布 

参加団体 ・小山市青少年育成指導員協議会 

・小山市青少年健全育成連絡協議会 

 

                     

①  「子ども・若者育成支援強調月間」街頭啓発（11月） 

         期  日 令和４年11月１９日（土）  

場  所 小山市立文化センター１階ロビー  

        内  容 リーフレット等の啓発物を配布 

         参加団体 ・小山市青少年健全育成連絡協議会 

・小山市青少年育成指導員協議会   
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（４） 小山市あいさつ運動 

「あいさつ」は、人間関係を深めるきっかけであり、コミュニケーションの始まりでもありま

す。地域の人々や行き交う人々が日常生活の中で、「あいさつ」を交わすことにより交流が

生まれ、『ふれあいと心の豊さ』や『郷土愛』を育み、『豊かで活力があり、暮らしやすい小山』

を市民協働で築いていく環境をつくることを目的に、小山市あいさつ運動を推進していま

す。 

 

①あいさつ運動月間 

4月と 10月をあいさつ運動月間と定め、 

のぼり旗等を掲げ、啓発活動を実施しています。 

 

②あいさつ運動ポスター・標語コンクール 

あいさつ運動に関するポスター・標語を小・中・義務教育学生から 

募集し、優秀作品の表彰および作品展示会を開催しています。 

 

令和４年度優秀作品 ＜ポスター部門＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜標語部門＞ 

ぎゅっとして おやすみなさい またあした 

あいさつで おぼえてもらえた ぼくのかお 

ありがとう その言葉にも ありがとう 

あいさつに ＋
プラス

笑顔で バージョンアップ 

あいさつが 世界とつながる 架け橋に 

「こんにちは」 その一言で 広がる世界 

▲シンボルマーク 
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２ 非行防止活動 

青少年の健全育成が国民の課題として叫ばれ、様々な施策が講じられていますが、近年は反

社会的問題行動ばかりでなく、非社会的問題行動の増加も目立ってきています。 

このような現状を踏まえ、家庭、地域社会をはじめ関係機関団体との連携をとり、望ましい社

会環境づくりを目指し、積極的な活動を推進します。 

 

（１） 街頭指導・列車補導 

    生涯学習課青少年係職員と青少年育成指導員により、「愛の声掛け」指導活動を行って

います。 

 （活動方法） 

① 指導活動計画に基づく市内繁華街の巡回 

② 市内10中・義務教育学校区ごとの地域の実情に応じた計画による巡回 

    また、市内高等学校と連携し、JR各線の列車補導を定期的に実施し、青少年の非行防止に

努めています。 

 

（２） 警察署等との連携 

    青少年による万引き等非行実態を把握・対応するため、警察署等と情報交換を行うなど、

相互連携に努めています。 

 

（３） 白ポストの設置 

    子どもに見せたくない本を家庭に持ち込まないよう、JR小山駅および間々田駅に白ポス

トを配置し、有害図書の回収活動を行っています。 

○配置場所 4ヵ所：小山駅西口、小山駅東口、間々田駅西口、間々田駅東口 

 

  

 

                           

  

 

 

 

 

▲列車補導の様子                                ▲白ポストの回収の様子 
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令和４年度街頭指導活動状況 

１ 街頭指導実施回数・出務状況（特別補導…列車補導、夜間特別街頭指導など）  

時間別 
回 数 センター職員 育成指導員 警察官等 計（人数） 

通常指導 特別指導 通常指導 特別指導 通常指導 特別指導 通常指導 特別指導 通常指導 特別指導 

午 前 6 0 0 0 35 0 0 0 35 0 

午 後 272 3 18 14 1,414 14 0 4 1,432 32 

夜 間 53 0 0 0 204 0 0 0 204 0 

計 331 3 18 14 1,653 14 0 4 1,671 32 

２ 行為別・学識別指導状況    

区分 
 

行為別 

学職別 

計 
前年 

同期 

比較 

増減 未就学 小学生 中学生 高校生 大学生 
その他 

学生 
有職者 無職者 

 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

不
良
行
為
少
年 

飲酒                        1  1  4  -3  

喫煙           4  2  3 1 9 1 12 1 -3  

家出                       

無断外泊                       

不健全性的行為       2 2         2 2   ＋2 ＋2 

怠学                       

不健全娯楽                       

二輪（自転車を除く）に 

関する指導                       

そ
の
他 

服装の乱れ                       

好ましくない 

遊び 
                      

路上遊び    3 3  2        3  8 3 19 2 -11 ＋1 
学校帰りの 

遊び 
                      

自
転
車
に
関
す
る
指
導 

２人乗り       6 3 2 1   1 1   9 5 5 3 ＋4 ＋2 

無灯火 2  1 1 4  35 7 25 4 4  5    76 12 70 35 ＋6 -23 

信号無視                   1  -1  

傘さし       1  2 2   2  1  6 2 10 2 -4  

携帯電話       1 1 3        4 1 12  -8  

上記以外 

の指導 
  2  38  13 1 4  1  6 1 12  76 2 87 4 -11  

上記以外の指導  1 11  7 1 38 47 2 2 14  4 1 5  81 52 144 71 -63 -19 

指導合計 2 1 14 4 52 1 98 61 38 9 23  20 3 25 1 272 80 364 118 -92 -38 

愛の声掛け 537 583 1,957 1,186 687 292 989 864 14 3 36 6 1,018 768 214 417 5,452 4,119 5,811 4,001 -359 ＋118 

総  合  計 539 584 1,971 1,190 739 293 1,087 925 52 12 59 6 1,038 771 239 418 5,724 4,199 6,175 4,119 -451 ＋80 

 

・「不健全娯楽」 … 少年の健全育成上支障のある娯楽に興じる行為 

（風俗営業所、有害興行場等への立ち入り、賭博類似行為を

するなど） 

・「好ましくない遊び」    … 不健全娯楽以外に、少年の特性を害する恐れのある行為 

・「上記以外の指導」       … 上記以外の行為で健全育成上支障が生じる恐れのある行為 

                 （歩きスマホ、座り込みなど） 

・「愛の声掛け」          … 非行行為を未然に防ぐための声掛け活動 
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３ 行為別・男女別指導状況の推移 

区分 
 

 
行為別 

平成2９年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 
 

令和4年度 

 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

不
良
行
為
少
年 

飲酒   20    2  4  1  

  +20  -20  +2  ＋2  -3  

喫煙 ４１ １２ 16 3 13 14 22 5 1２ 1 9 1 

+２６ ＋９ -25 -9 -3 +11 +9 -9 -1０ -4 -３  

家出     1        

    +1  -1      

無断外泊             

不健全性的行為           2 2 

          ＋2 ＋２ 

怠学             

不健全娯楽             

            

二輪（自転車を除く） 

に関する指導 

２    2 1       

＋２  -2  +2 +1 -2 -1     

そ
の
他 

服装の乱れ             

            

好ましくない 

遊び 

１  4          

-３  +3  -4        

路上遊び 34 １８ 20 23 16 3 5  19 2 8 3 

０ -６ -14 +5 -4 -20 -11 -3 ＋14 ＋2 -11 ＋１ 

学校帰りの遊び １６ ７ 7 4 3   2     

＋１３ ＋３ -9 -3 -4 -4 -3 ＋２  -2   

自
転
車
に
関
す
る
指
導 

２人 

乗り 

６ ４ 8 6 18 9 9 5 5 3 9 5 

-６ -５ +2 +2 +10 +3 -9 -4 -4 -2 ＋４ ＋2 

無灯火 ４３ 19 43 11 91 17 118 19 ７０ 3５ 76 １2 

＋９ ０ 0 -8 +48 +6 +27 +2 -４８ ＋１６ ＋６ -2３ 

信号無視  １ 8  １    1    

 ＋1 +8 -1 -7  -1  +1  -1  

傘さし ４  11 4 6 1 6  １０ ２ 6 2 

-５ ‐5 +7 +4 -5 -3 0 -1 +４ +２ -４  

携帯電話 3 5 14 5 10  7  1２  4 1 

-5 ＋４ +11 0 -4 -5 -3  +５  -８ ＋１ 

上記以外の 

指導 

1６８ 2４ 153 11 123 20 63  8７ 4 76 2 

-２５ -４ -15 -13 -30 +9 -60 -20 +２４ +4 -１１ -2 

上記以外の指導 1８７ １０７ 91 39 112 43 97 21 14４ 71 81 52 

＋７２ ＋６３ -96 -68 +21 +4 -15 -22 +4７ +50 -6３ -19 

指導合計 ５０５ 1９7 395 106 396 108 329 52 3６４ 11８ 272 80 

＋７８ ＋６０ -110 -91 +1 +2 -67 -56 +３５ +6６ -９２ -3８ 

愛の声掛け ３,８４３ 3,315 5,679 4,728 6,654 4,800 5,581 4,001 5,811 4,001 5,452 4,119 

+1,702 +1,547 +1,836 +1,413 +975 +72 -1,073 -799 +230  -359 ＋１１８ 

合計 4,348 3,512 6,074 4,834 7,050 4,908 5,910 4,053 6,1７５ 4,11９ 5,724 4,199 

+1,780 +1,607 +1,726 +1,322 +976 +26 -1,140 -855 +2６５ +6６ -4５１ ＋8０ 

※（下段）：前年度比較増減 
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４ 環境浄化活動年間集計表 

対象 
自販機 
スタンド 

広告物 興行 がん具 
不健全 
営 業 

たまり場 その他 計 

件数 
2４5 ６ ８９ ８９ １９３ 7１２ 2９２ 1,６２６ 

（２６５） （０） （9４） （9４） （２０４） (７８６） （2７９） (1,7２２） 

枚数  
0 

     
0 

（０） （０） 

   ※（下段）：前年度    広告物点線下：撤去ビラ等の枚数  

 

５ 白ポスト回収誌集計表 

  

一般 

週刊誌 

漫画 

週刊誌 

ポルノ 

コミック 

少年 

雑誌 
月刊誌 単行本 その他 

ビデオ 

ＣＤ等 
計 

1 
小山駅 

西 口 

28 0 57 0 2 16 3 147 253 

（1４） （１） （３８） （0） （０） （1） （２0） （５２） （１２６） 

2 
小山駅 

東 口 

20 6 181 0 11 3 0 3,970 4,191 

（１） （2８） （３６２） （０） （0） （７） （１） （６３） （４６２） 

3 
間々田駅 

西 口 

6 6 23 0 0 0 4 23 62 

（２） （1０） （３４） （２） （０） （16） （0） （２） （６６） 

4 
間々田駅 

東 口 

14 87 38 0 15 93 79 36 362 

（５１） （1５５） （８１） （９） （０） （１８） （2） （６２） （３７８） 

計 

68 99 299 0 28 112 86 4,176 4,868 

（６８） （１９４） （５１５） （1１） （０） （4２） （２３） （１７９） (１,０３２) 

   ※（下段）：前年度      
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３ 親子学び合い事業 

小山市内の小・中学校では、児童・生徒に携帯電話、スマートフォンを持たない・持たせないこ

とを指導しています。そこで、携帯電話、スマートフォンやインターネットの危険性を訴えることを

主眼においた「ネット時代の歩き方講習会（栃木県青少年育成県民会議主催）」を希望する学校

で実施しています。特に、最近青少年の被害が増えているＬＩＮＥ等のＳＮＳの怖さ・危険性に重

点を置いて講習を行っています。 

児童・生徒だけでなく保護者にも参加を呼びかけるために、参観日や土曜授業に合わせて実

施しました。 

 

 （令和４年度実施状況） 

 ◆実施数 

  小学校２校、中学校2校 

 ◆実施内容 

  「子どもと携帯電話」 

 ◆学校の声（一部抜粋） 

  ・身近なネット社会のメリット・デメリットを学ぶことができ、改めてSNSの使い方を考えるこ

とができたという感想が多く聴かれました。 

  ・親子でネットのアプリについて必要かどうかを話し合うというワークショップも好評でした。

親子・他の家庭と話し合うことで感覚のずれにも気づくことが出来たように思います。 
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４ 相談事業 

近年、社会環境の変化により子どもの養育についての知識や技術が伝承されにくくなってき

ました。さらに、地域社会における連帯意識の希薄化や、家庭教育力の低下等の要因が重なり、

青少年の問題が多種多様化するとともに深刻化しています。 

このような社会環境の変化に対応するために、小山市では、平成 5 年度に青少年相談室を

設置し、青少年の健全育成に関する相談事業を実施しています。 

 

（１） 青少年相談事業の概要 

① 面接相談 

      公認心理師及び臨床心理士の資格を有する、研修を積んだ7名の青少年相談員が、専

門性・迅速性・きめ細かな対応を旨とし、土・日・祝日・年末年始（12/28～1/4）およびお

盆期間（8/13～8/16）を除く毎日、青少年相談室において相談業務を行っています。 

カウンセリングや遊戯療法を中心に、必要に応じて諸検査、家庭訪問および学校へのコ

ンサルテーション等を実施しています。相談対象年齢は、幼児から青年期までで、相談内

容は、子育て・教育・心理的問題・いじめ・学校生活・問題行動等です。 

 

② 電話相談 

      電話相談は、必要な時にどこからでも名前を言わずに気軽に相談できる等、面接とは違

う特徴があり、問題解決よりも主訴の明確化と方向付けに重きを置いています。相談の内

容によっては、必要に応じて面接相談のみならず、他の相談機関を紹介しています。また、

平成25年 7月より、子どもたちの学校がない日、親の仕事がない日でも相談を受け付け

られるように、土日も受付しています。 

 

（２） 関係機関との連携 

    秘密の厳守という基本的な考えのもとに、本人および保護者の了解を得た上で、関係機関

と情報交換を行い、連携して援助活動を行っています。 

 

  ① 学校との連携 

     学校と情報交換することで、より適切な対応が可能となるので、本人および保護者の了解

を得て情報交換し連携しています。また、学校からの要請があれば、学校等を訪問して、児

童・生徒の行動観察や支援等を行っています。 

 

  ② 小山市教育支援センター（アルカディア）との連携 

     青少年相談室と小山市教育支援センターとは定期的に情報交換会を開催し（年3回）、ケ

ースに対する相互理解を深め、より適切な対応を目指しています。 
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③ その他の関係機関との連携 

いじめ、不登校、虐待等、青少年を取り巻く問題行動は、担任や学校だけで解決できない

場合が多く学校と地域が一体となった多面的な援助が必要であり、関係機関のネットワーク

による援助活動が不可欠になっています。 

連携機関は、小山市子育て家庭支援課、健康増進課、福祉課、栃木県県南健康福祉セン

ター、栃木県県南若者サポートセンター、各医療機関等です。 

 

ア 小山市不登校児対策検討委員会（学校教育課所管） 

不登校に関しては、「小山市不登校対策検討委員会」が設置されており、年２回の検討会

が実施されています。その検討結果は、小山市の全教員に配布されています。 

 

イ 下都賀地区教育相談連絡会 

下都賀地区の教育相談担当者の研修や連携を図ることを目的として、「下都賀地区教育

相談連絡会」が年２回開催され、他の市町の相談員と情報交換を行っています。 

 

（３） 相談関連事業 

  ① 巡回相談 

     平成１６年度から外部の心の専門家という立場で学校を支援することを目的として学校教

育課と連携して巡回相談を実施しています。 

  （令和４年度実施状況） 

    ○小学校 1８校  延べ 3６回   ○中学校 ４校  延べ ７回 

    ○義務教育学校 1校  延べ 2回 

 

② 青少年相談研修会 

     年１回、教育相談機関の相談員、幼稚園、保育園（所）、認定こども園、小・中・義務教育学

校等の保育士、教員、相談業務担当者等を対象に、教育・心理・医学・福祉等様々な分野の

講師を招き研修会を開催しています。 

  （令和４年度実施状況） 

期 日 令和４年８月１０日（水） 

場 所 小山市役所 大会議室６abcd (6階) 

演 題 「学校を巡る問題について」 

講 師 ひととのや法律事務所 弁護士 田中 真 氏 
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  ③ 電話相談員研修会 

年１回、電話相談員の知識や資質の向上を図ることを目的に、講師を招き研修会を開催し

ています。                                              

  （令和４年度実施状況） 

期 日 令和４年10月2０日（木） 

場 所 小山市役所 会議室403（4階） 

演 題 「子ども達と ともに」 

講 師 スクールカウンセラー 石島 美奈子 氏 

 

④ 自主研修会 

ア 所内ケース検討会（年12回） 

        青少年相談員の相互研修として毎月交代で事例を提出し、事例検討会を行い研修に

励んでいます。                                                             

イ 読書会（年６回） 

       青少年相談員の相互研修として、隔月にて読書会を実施し専門的な知識を学び合い、

青少   年相談員としての資質向上に努めています。                                      

ウ ドクター・ケーススタディ（年6回） 

事例によっては、医学的な知識が必要な場合がありますので、アドバイザーに児童精

神科医、精神科医、小児科医を招き、医学的立場からのアドバイスを受けています。                          

 

（４） 広報活動 

① 「広報小山」の各月、特集ページを7月号において案内を掲載しています。 

② 小山市のホームページに案内を掲載しています。 

③ 小・中学校校長会や各種研修会等を利用し、事業内容等を報告しています。 

④ 小・中・義務教育学校を通し、児童・生徒へ青少年電話相談カードを配布しています 

  

 

 

 

 
 

 

 

青少年電話相談０２８５―２５－４００６ 
毎日 午前１０時～午後５時 

※祝日・お盆・年末年始を除く 

（保護者の方の相談も、受け付けています。） 

 

 
電話相談カード 

 

 

ひとりで悩
なや

まず 

相談
そうだん

してみよう 



- 25 - 

 

（５） 相談実績 

【面接相談】 

① 年度別相談件数・相談回数 

  28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

相談件数(件) 355 403 478 535 553 584 ６１８ 

前年度比増減数 +47 +48 +75 +57 +18 ＋31 ＋３４ 

相談回数(回) 3,952 4,546 4,320 4,585 4,085 5,144 ４,６３８ 

前年度比増減数 +302 +594 -226 +265 -500 ＋1,059 -５０６ 

※ 令和5年度から面接時間は、原則1回あたり４5分としています。 

 

② 主訴別相談件数と相談回数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年相談室 

 

年度

主訴 件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数

不 登 校 37 487 43 638 49 485 45 476 44 494 54 628 58 423

学 校 生 活 96 1,224 133 1,543 180 1,831 197 1,726 201 1,474 223 1,705 239 1,703

い じ め 0 0 1 21 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0

進 路 19 126 9 60 14 50 15 85 12 83 12 84 11 87

子 育 て ・
家 庭 生 活

63 669 69 679 75 492 74 667 87 442 83 535 79 538

虐 待 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

発 達 10 110 7 58 10 60 13 110 9 102 9 100 7 64

発 達 障 が い 89 1,060 93 1,001 97 920 108 894 105 812 126 1,176 139 1,135

情 緒 不 安 定 31 206 35 426 37 409 53 506 56 563 65 837 68 583

習 癖 4 51 6 67 5 40 8 68 6 54 5 27 4 18

緘 黙 5 18 6 51 5 23 7 30 5 24 5 51 8 84

非 行 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

性 0 0 0 0 2 2 2 1 0 0 0 0 2 1

そ の 他 1 1 1 2 4 8 13 22 26 29 2 1 2 1

合計 355 3,952 403 4,546 478 4,320 535 4,585 553 4,085 584 5,144 618 4,638

4年度3年度元年度 2年度28年度 29年度 30年度
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③ 令和4年度 対象別相談件数と相談回数 

 
 

※相談受理件数618件のうち前年度からの継続ケースは390件、新規ケースは228件となっ

ています。 

※対象別相談件数は小学生が最も多く、次いで中学生、高校生の順になっています。 

※平成 28 年度以降、学校への訪問などを増やし、より細やかなケアを心がけるとともに、関係機

関との連携を強化した結果、相談件数が大幅に増加しました。平成 29 年度には相談員を 1 名

増員し、より多くの相談を受けられる体制となりました。しかし、それでも件数が増え続けており、

相談回数は高止まり状態です。 

 

 

 

対象別

主訴
件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数 件数 回数

合計
（件）

合計
（割合）

合計
（件）

合計
（割合）

不 登 校 0 0 22 184 22 178 13 57 1 4 58 9.4% 423 9.1%

学 校 生 活 1 2 140 1165 69 410 23 119 6 7 239 38.7% 1703 36.7%

い じ め 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0.0%

進 路 0 0 1 2 0 0 0 0 10 85 11 1.8% 87 1.9%

子 育 て ・ 家庭 生活 7 71 36 291 19 79 11 44 6 53 79 12.8% 538 11.6%

虐 待 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0.2% 1 0.0%

発 達 0 0 4 53 2 3 1 8 0 0 7 1.1% 64 1.4%

発 達 障 害 1 2 81 808 39 261 13 35 5 29 139 22.5% 1135 24.5%

情 緒 不 安 定 1 19 15 100 10 83 18 127 24 254 68 11.0% 583 12.6%

習 癖 0 0 3 8 0 0 1 10 0 0 4 0.6% 18 0.4%

緘 黙 0 0 5 45 0 0 3 39 0 0 8 1.3% 84 1.8%

非 行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0.0%

性 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 2 0.3% 1 0.0%

そ の 他 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0.3% 1 0.0%

合 計 （ 件 ） 11 95 308 2656 164 1016 83 439 52 432 618 100% 4638 100%

割 合 （ ％ ） 1.8% 2.0% 49.8% 57.3% 26.5% 21.9% 13.4% 9.5% 8.4% 9.3%

相談回数就学前 小学校 中学校 高校 一般 相談受理件数
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主訴別件数 主訴別回数 

件数順 主  訴 件数 割合 件数順 主  訴 回数 割合 

1 学校生活 ２39 38.7% １ 学校生活 １,７０３ 36.7% 

2 発達障がい 139 22.5% 2 発達障がい 1,135 24.5% 

3 
子育て・ 

家庭生活 
79 12.8% 3 情緒不安定 583 12.6% 

4 情緒不安定 ６8 11.0% 4 
子育て・ 

家庭生活 
538 11.6% 

5 不登校 ５8 9.4% 5 不登校 423 9.1% 

・「発達障がい」  …自閉・ＬＤなどを含む、発達障がいが心配される相談 

 ・「情緒不安定」 …神経症・習癖以外の心理的不安を示す相談 

 ・「学校生活」  …学校での友人関係や教師との折り合い、学業面等、学校生活に起因する相

          談 

 ・「子育て・家庭生活」 …育児の悩みや、家族に関する問題 

 

※平成 28 年度から「学校生活」が主訴回数・件数ともに多くなっています。養育や発達など

様々な要因が関係していますが、特に学校生活の中で問題が顕在しているケースとなります。 
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【電話相談】 

① 令和4年度主訴対象別電話相談件数 

 

相談内容が複雑化しており、他機関についてのお問い合わせが増えている傾向があります。 

 

 

 

○前年度との比較 

令和3年度 令和4年度 

件数順 主  訴 回数 割合 順 位 主  訴 回数 割合 

1 無言 231 37.0％ 1 無言 224 ４４．４％ 

2 その他 150 24.0％ 2 その他 92 １８．３％ 

3 性 94 15.1％ 3 性 82 １６．３％ 

4 
子育て・ 

家庭生活 
54 8.7% 4 学校生活 41 ８．１％ 

5 学校生活 39 6.3％ 5 
子育て・ 

家庭生活 
3０ ６．０％ 

  

前年度と比較すると、「子育て・学校生活」と「学校生活」の順位が入れ替わっている程度で、大き

な変化は見られませんでした。 

また、前年度と比較すると全体的に相談回数が減少しており、理由としてはSNSの普及により、

様々なツールを通して相談できる場所が増えたことが関係していると考えられます。 

 

 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 不明 男 女 不明

1 不 登 校 0 0 1 3 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 4 0 9 1.8

2 学 校 生 活 0 0 4 3 22 5 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 9 0 41 8.1

3 い じ め 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 6 1.2

4 進 路 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2 0.4

5 子 育 て ・ 家 庭 生 活 1 0 9 3 5 5 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 20 10 0 30 6.0

6 虐 待 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

7 発 達 2 0 2 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1 0 7 1.4

8 発 達 障 が い 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 5 1.0

9 情 緒 不 安定 0 0 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 0 5 1.0

10 習 癖 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

11 緘 黙 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.2

12 非 行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

13 性 0 0 0 0 33 0 43 1 0 0 0 0 0 0 5 0 0 81 1 0 82 16.3

14 そ の 他 0 0 5 2 5 0 15 1 2 0 4 5 0 0 34 16 3 65 24 3 92 18.3

15 無 言 224 224 224 44.4

4 1 24 12 74 13 75 6 3 0 4 5 1 0 39 16 227 224 53 227

504

1000.6 1.817.3 16.1

割合
（％）

0.2 56.0

小計
（件）

一般

1 2823

1.0 7.1割合（％）

87 815 36 9

 　　　　対象別

主　　訴

就学前 小学生 合計
（件）

不明
有職者 無職者

小計（件）

合計（件）

大学生
各種学生

中学生 高校生
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1 不 登 校 1 1 0 1 0 1 1 0 1 1 2 0 9 1.79%

2 学 校 生 活 3 15 6 4 0 2 3 2 0 2 1 3 41 8.13%

3 い じ め 0 0 1 1 0 0 2 0 2 0 0 0 6 1.19%

4 進 路 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0.40%

5 子 育 て ・ 家 庭 生活 1 6 4 6 1 1 3 3 2 1 1 1 30 5.95%

6 虐 待 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00%

7 発 達 0 1 0 1 1 0 0 2 2 0 0 0 7 1.39%

8 発 達 障 が い 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 5 0.99%

9 情 緒 不 安 定 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 0.99%

10 習 癖 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00%

11 緘 黙 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.20%

12 非 行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00%

13 性 8 4 23 23 4 5 4 3 3 1 3 1 82 16.27%

14 そ の 他 8 6 10 12 12 3 7 9 5 6 6 8 92 18.25%

15 無 言 25 25 19 36 15 13 13 9 7 25 21 16 224 44.44%

46 61 66 85 33 26 34 29 22 36 35 31 504 100.0%

１
月

２
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

３
月

合計
（件）

割合
（％）

　　　　　　　月　　別

主　　訴

合　　計

12
月

 

② 令和４年度 主訴別・月別相談受理件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

※件数が一番多かったのは７月、ついで6月・5月・4月・1月と続きました。子育て家庭生活・性・

その他の相談は年間を通し毎月あります。 
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③ 令和４年度 相談者と対象者の関係 

 

 

男女比（不明を除く）は男性80.０％、女性18.9％となり、相談件数総数は男性からの相談が圧

倒的に多くなっています。 

一番多い相談依頼者（不明を除く）は、本人（男性）からの相談が168件で、次いで保護者（女

性）からの相談が７2件となります。 

一番多い相談の対象者（不明を除く）は、中学生８７件で、次いで高校生８１件となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 不明 男 女 不明 計

男 0 0 0 0 59 0 66 0 2 0 3 0 0 0 38 0 0 168 0 0 168

女 0 0 0 2 0 4 0 3 0 0 0 2 0 0 0 15 0 0 26 0 26

男 0 0 1 0 1 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 6

女 4 1 22 9 14 7 9 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3 52 17 3 72

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

男 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 0 3

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1

不　明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 224 0 0 224 224

4 1 24 12 74 13 75 6 3 0 4 5 1 0 39 16 227 224 53 227

50436 87 9

高校生
大学生

各種学生

1 282

不明 合計
有職者

保護者

一般

81 3

親　族

教　師

雇　主

その他

小 計

合 計

本　人

　　　　対象別

相談依頼者

就学前 小学生 中学生

5

無職者
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５ 放課後子ども教室推進事業 

  子どもたちが放課後に安全で安心して活動できる居場所づくりを目的として、小学校の校庭や

余裕教室・体育館等を利用し、地域の皆様の協力を得ながら、子どもたちが様々な体験・交流・

遊び・学習に取組む事業を推進しています。 

平成19年度から間々田小学校区に「間小っ子ふれあいひろば」を、平成22年度から乙女小

学校区に「乙女っ子なかよし広場」を、平成 25 年度から豊田北小学校区に「豊北まなびの居場

所」を、平成29年度から若木小学校区に「ワコーズ」を開催しています。また、令和３年度には羽

川小学校区に「はねまる」を開設しました。 

令和２年度は新型コロナウイルスの影響で、いずれの放課後子ども教室も中止となりました。 

令和３・４年度は新型コロナウイルスの影響で、羽川小学校区の「はねまる」のみ開催しました。 

下記の表の、はねまる以外の放課後子ども教室は、令和元年度の実績になっています。 

「はねまる」のみ、令和４年度の実績になります。 

＜小山市放課後子ども教室一覧（令和元年度実績）＞     ※はねまるのみ令和４年度の実績 

 間々田小 

放課後 

子ども教室 

「間小っ子 

ふれあいひろば」 

乙女小 

放課後 

子ども教室 

「乙女っ子 

なかよし広場」 

豊田北小 

放課後 

子ども教室 

「豊北っ子ふれあい

広場」 

若木小 

放課後 

子ども教室 

「ワコーズ」 

羽川小 

放課後 

子ども教室 

「はねまる」 

小学校区 間々田小学校区 乙女小学校区 豊田北小学校区 若木小学校区 羽川小学校区 

開設年度 平成19年度 平成22年度 平成25年度 平成29年度 令和４年度 

開設場所 間々田小学校内 乙女小学校内 豊田北小学校内 若木小学校内 羽川小学校内 

開催日 
5月～2月の 

水曜日 

5月～2月の 

木曜日 

①4月～2月の 

火曜日 

②4月～2月の 

水曜日 

5月～2月の

水曜日 

6月～1月の 

水曜日 

年間開催

日数 
20回程度 20回程度 40回程度 20回程度 7回程度 

開催時間 

夏季 

15:00～16:30 

冬季 

15:00～16:00 

15:00～16:10 
①14：30～16：30 

②19：30～20：30 

15：00 

～16：00 

１５：００ 

～16:００ 

参加登録

人数 
160人 90人 40人 30人 ２２人 

運営形態 業務委託 業務委託 業務委託 業務委託 業務委託 

運営団体 

間々田小 

放課後子どもプラン 

運営委員会 

(地元住民主体の 

任意団体） 

乙女小 

放課後子どもプラン

運営委員会 

(地元住民主体の 

任意団体） 

豊北 

まなびの居場所 

(地元住民主体の 

任意団体） 

若木小 

放課後 

子どもプラン 

運営委員会 

（地元住民主体

の任意団体） 

羽川小 

放課後 

子どもプラン 

運営委員会 

(地元住民主体

の任意団体） 

スタッフ・ 
ボランティア数 

19名 23名 25名 21名 20名 

 



- 32 - 

 

<活動の様子> 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

   

                          

                   

 

 

 

 

       

                                                   

                    

                                                   

                          

                          

                         

  

                          

                        

 

 

 

   

 

 

 

 わからないところは 

先生が丁寧に教えてくれるよ！ 

 初めて竹馬に挑戦！ 

支えてもらったから、 

怖くなかった！ 

図書室でお勉強 

カーリングに挑戦 

まっすぐ進めー！！ 

なかなか難しいなぁ 

初めての竹馬乗り 

みんなでお勉強 

教室は保護者や地域の大人がスタッフとなって教室

を運営し、児童からお年寄りの三世代交流を行ってい

ます。 

 

子どもたちの発想に合わせ

て活動内容は多種多様に変

化します。 

 

【豊北まなびの居場所】 

【間小っ子ふれあいひろば】 

【乙女っ子なかよし広場】 

大学生のお兄ちゃんに 

コマ回しを教えてもらっ

たよ 
コマ回し 

【ワコーズ】 

カルタ大会優勝！委員長から賞

状をもらったよ！ 

ストラックアウトで対決！ 

うまく抜けたぞ！！ 

ニュースポーツ 

カルタ大会表彰式 

映像間違え探し 

【はねまる】 
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６ 小野塚イツ子記念青少年健全育成基金活用事業 

故小野塚イツ子氏の「国際社会で活躍・貢献できる青少年の育成」との遺志を受け、遺贈資産

の一部をもとに小野塚イツ子記念青少年健全育成基金を創設しました。 

   この基金から、子ども達が国際社会で活躍できるような人材育成や健全育成を図るための

様々な活動や事業に対して、上限を30万円としてその経費の一部を助成しています。   

   ※コロナ禍の影響もあり、令和2年度は活用実績がありませんでした。 

 活用実績 

年 度 活 用 内 容 

令和4年度 

〇サマーキャンプ～見つけよう！好きなこと～ 

〇中学校文化部応援プロジェクト 

〇夏休み子ども将棋講習会及び長谷部プロ・小山市長杯争奪将棋大会 

〇おやま西口・ユースまちづくり活動 

令和3年度 

〇学校外の学びプロジェクト 

〇高校生こども食堂 

〇子どもと親の居場所づくり 

令和元年度 〇夏休みこども将棋講習会及び長谷部プロ・小山市長杯争奪将棋大会 

平成30年度 
〇夏休み子ども将棋講習会及び長谷部プロ・小山市長杯争奪将棋大会 

〇花桶かつぎ振興プロジェクト 

平成29年度 

〇式根島訪問交流事業 

〇お琴＆三味線の音楽体験 

〇武井伝統文化子ども教室 

〇ハタフル街の応援団だいすキッズ 

〇とちぎジュニアオーケストラ 第６回定期演奏会 

〇童謡フェスティバル ～語りと歌でつづる野口雨情の世界～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際社会で活躍できる 

夢と希望を持った 

心豊かでたくましい青少年育成 

のための手助けを行っています 



 



 

 

   

小山の子どもを 

       みんなで育てよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行・編集：小山市教育委員会事務局生涯学習課 

青少年係・青少年育成指導センター 

                       〒323-8686  栃木県小山市中央町１－１－１ 

       TEL 0285－22－9671 

        FAX 0285－22－9650 

  


